






吸水のある下地の場合、吸水により、材料の伸びが悪くなる上、ドライアウトを
起こす可能性があります。予め、下地を適度な湿潤状態にするか、エレホン・ER
シーラーでシーラー処理を行って下さい。（シーラー処理配合　ERシーラー1：
水1.5）
※A 3 プライマーを施工する際、より安定した性能を発揮させる為、事前にA1
プライマーを塗布することをお奨めします。A 3 プライマーを直接吸水下地に施工
する場合は原則シーラー処理を行って下さい。



10.4

注）上記は公的機関および当社実験室で試験を行った結果であり、品質保証値ではありません。



本資料の記載事項は予告なしに変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

および

結露、雨水等

・シーラー処理が不十分だとドライアウトを防止できないことがあります。吸水の激しい下地は特に、シーラー乾燥後水を吹きかけて、
　すぐに吸水しないことを確認して下さい。

・高温時、練り上がり温度は35℃以下（望ましくは30℃以下）になるように冷水等で調整して下さい。
・粉体は湿度の低い場所で、樹脂は直射日光を避け5～35℃で保管して下さい。

・低温時は凍害の恐れがありますので採暖やシート養生を行って下さい。

・長時間の直射日光が当たる場合や強風の場合はシート養生を行って下さい。

・飲み込んだ場合は、無理に吐かせず、口の中を洗浄後、医療処置を受けて下さい。
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